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多賀城高等学校における大学 COC 事業の取り組み（２） 
―COC 事業とタブレット端末貸与についての教員の意識調査― 
 


































































調査時期は 2017 年 1 月から 2 月にかけてであっ
た。宮城県多賀城高等学校の全教職員 53 名のうち
校長、教頭 2 名、養護教諭 2 名、産休の職員 1 名を









分析対象者 40 名の年齢構成は、20 代 2 名、30
代 10 名、40 代 16 名、50 代以上 12 名であった。ま
た、分析対象者は男性 32 名、女性 7 名、不明 1 名
であった。教職歴は 3 年以下が 2 名、4 年以上 10
年以下が 5 名、11 年以上 20 年以下が 17 名、21 年
以上 30 年以下が 15 名、31 年以上が 1 名であった。
以下では 20 代及び 30 代 12 名を若手群、40 代 16
名を中堅群、50 代以上 12 名を熟練群として結果を
示す。 
3.2 iPad の活用状況について 

























と、第 1 に iPad の活用により時間短縮や効率化が図
られるようになったという記述がなされていた。具体的
には、「資料を用意して、見るまでの時間が省ける」
若手 中堅 熟練 全体
（n =12）（n =16）（n =12）（N =40）
ほぼ毎授業日 2 3 1 6
週に1～2回 4 0 1 5
月に1～2回 0 4 3 7
年に1～2回 1 1 1 3
不使用 5 8 6 19
　表1　iPadの使用頻度
若手 中堅 熟練 全体
（n =12）（n =16）（n =12）（N =40）
とてもそう思う 1 5 0 6
そう思う 6 2 4 12
あまりそう思わない 0 1 1 2
全くそう思わない 0 0 0 0






















































③iPad の活用により生徒が変化したか 「iPad の活
用により生徒たちの授業への取組や学力などは変わ
ったと思いますか？」と尋ね、択一を求めた結果を表













若手 中堅 熟練 全体
（n =12）（n =16）（n =12）（N =40）
とてもそう思う 0 3 0 3
そう思う 7 3 3 13
あまりそう思わない 0 1 3 4
全くそう思わない 0 0 0 0














































④iPad の活用により自己研鑽したか 「iPad の導入
をきっかけに、先生は授業（教授方法や教材、教具）
について、自己研鑽・自己研修を行いましたか？」と


















第 2 に、iPad の活用により指導方法や教材研究を
深める機会が増えたとの記述がなされていた。具体
的には、「授業のシミュレーションが容易になったた
若手 中堅 熟練 全体
（n =12）（n =16）（n =12）（N =40）
とてもそう思う 0 3 1 4
そう思う 7 4 4 15
あまりそう思わない 0 0 2 2
全くそう思わない 0 1 0 1







































3.3 COC 事業に対する評価について 


















3.4 今後の ICT の活用について 
①iPad 等を今後さらに活用したいか 「授業や課外
活動で iPad 等を今後さらに活用したいと思います
か？」と尋ね択一を求めた結果を表 7 に示す。表 7
から、8 割以上が今後さらに活用したいと認識してい
若手 中堅 熟練 全体
（n =12）（n =16）（n =12）（N =40）
とてもそう思う 3 6 4 13
そう思う 7 7 7 21
あまりそう思わない 1 3 1 5
全くそう思わない 0 0 0 0
無回答 1 0 0 1
　表5　iPad導入は資質向上に有効だったか
若手 中堅 熟練 全体
（n =12）（n =16）（n =12）（N =40）
とてもそう思う 7 11 8 26
そう思う 5 5 4 14
あまりそう思わない 0 0 0 0
全くそう思わない 0 0 0 0

































































若手 中堅 熟練 全体
（n =12）（n =16）（n =12）（N =40）
とてもそう思う 4 11 3 18
そう思う 7 4 5 16
あまりそう思わない 1 1 3 5
全くそう思わない 0 0 0 0
無回答 0 0 1 1
　表7　iPad等を今後さらに活用したいか
若手 中堅 熟練 全体
（n =12）（n =16）（n =12）（N =40）
とてもそう思う 3 8 2 13
そう思う 7 7 7 21
あまりそう思わない 2 1 2 5
全くそう思わない 0 0 0 0




    
てご意見やご要望などございましたらご記入ください」
と自由記述を求めたところ 17 名から回答を得た。こ
れらを大別すると、第 1 に、COC 事業を肯定的に評
価し、継続を求める記述がなされていた。具体的に
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